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鹿児島県出水平野におけるツノレ類の基礎調査 第14報

出水平野の気象調査
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はじめに

国際保護鳥ナベツツレ，マナヅノレの保護管理手法に関する基礎研究の一環として， 1985年より鹿児島県出水

平野において気象観測lや微気象調査などを開始し，現在も継続中である。

ツノレ類の生態にかかわる気象要因としては，直接的には波去来H寺や越冬期間中における気圧，気温，湿

度，風向，風速，などが考えられる。また間接的には，越冬期間外の気象条件も， ツノレ類の餌としての植物

の生育や小動物，見虫の生息、などへの影響要因として重要と考えられる。

本調査では， 主として秋から冬季を中心に気象観測を実施しているが，この機会を利用し，地元の方々の

ご協力のもとに得がたい通年観測も試みている。

その土地の気象，気候を知るには，永年の観測値の統計が必要であり，ある年だけの資料で論じるわけに

はいかないと考えられる。

しかし，今回の報告は，あえて， 1986年の通年観測値をもとに，出水平野における気象年変化の概略を述

べ，今後の調査の手がかりとしたい。

なお，この気象観測にあたり，出水市教育委員会， 地元荘中学校 （鬼塚茂校長〕の諸先生及び又野末春氏

には，観測機器の設置場所の提供や機器の管湿などについて，日本鳥類保護連盟， （株）牧野応用i)llj器研究

所には，機器管理などについて多大なご配慮をいただいている。また，鹿児島地方気象台や西側に隣接する

阿久根測候所には，貴重な観測資料を使用させていただいた。ここに付記し深く感謝の意を表する次第であ

る。

本 国立科学陣物館附属自然教育園， Institutefor Nature Study, National Science Museum. 
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I.出水平野の概要

出水平野は，鹿児島県北西部の八代海に面したところにあり，東西約 6km，南北約 6kmにわたって広が

る平野である（図1〕。平野の東端を米ノ津川，西端を高尾野川，野田川が北へ向つで流れる。又，国道3

号線と国鉄鹿児島本線がほぼ東西方向に横切る。国道3号線以北と各河川流域は，水田，干拓Jむなどからな

る低湿地，その他は，植木畑，ゴノレフ場などの低い台地となっている。

周辺部は，北西側約5kmに笠山（395.6m），南側約15kmに紫尾山（1,067m），東側約12kmに矢筈山

(687m）などがあって出水山地をつく っている。また，西側1部は，阿久根市に接し，低い台地や低地が

続きひらけている。

行政区画としては，東側より出水市， 高尾野町，野田町にまたがっている。

1 調査方法

出水平野の内，渡来したツノレ類の多くがJlijにする といわれている出水市荒崎の給餌地区付近及びびその周

辺部の 2箇所に気象観測地点を選定した （図1）。

気象観測は，1985年11月より開始し，主として秋から冬季を中心に 5年間継続する予定である。

観測場所，観測種目などについては， 次に示す通りである。

1）観測場所

地点番号 所 在 地

1 鹿児島県出水市荘1748 出水市立荘中学校

2 

2〕 使用調lj器

観測種 目 ｜ 
気温湿度 ｜ 
風向，風速 ｜ 

岡市 荘2405 又野末春氏宅

使 用 機 器

自記隔淑l]i昆湿度計

矢羽根式4杯型自記風向，風速計

緯度

N32°051 

N32°061 

測定 高

地上 1.5m 

地上 10.0m

経度

E 130°171 

同

標高

6.7m 

0.6m 

なお，秋から冬季には，毎月 5～8回，その他は，毎月 2～4回の器差検定を実施し，観測値の補正を行

なった。

図2, 3は，観測地点の概観を示す。

目結果と考察

観測地点2箇所の内，地点番号1においては通年観測値が得られたが，地点番号2では若干の資料不足を

生じた。

このため，通年観測値を得ることができた地点番号lの観測値をもとに報告することにし， 地点番号2に

ついては，資料の蓄積をまって後の機会に報告することにする。

観測地点番号 1で得られた観測値は，補正後， 半旬別に整理し，気温，風向，風速別にまとめ表 lに示

した。
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図 2. 気象観測地点番号1の概観 図 3. 気象観測地点番号2の概観

この気象表の見方は，次に示す通りである。

1) 半旬別は，各月を 5日ずつ区分した。ただし， 31日まである月は， 26～31日を 6日区分とし， 2月26

日～28日は 3日区分とした。

2) 気温は，正時観測｜値をもとにし， 0.1° C単位まで示した。

3) 夏日は，日最高気温25°C以上を記録した日で示し， 冬日は，日最低気温0°C以下を記録した日で示

した。

4〕 風向は， 16方位に区分し，以下の符号で示した。

風向 ININN中
7 干「；I 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 1 8 1 9阿 τ 1¥ 12 ¥ 

5） 風速は， 10分間平均値とし， O.lm/ sの単位まで示した。

6) 最大風速は， 10分間平均値と瞬間値の両方を示した。

7) 強風日は，瞬間風速lOm/s以上を記録した日で示した。

図4, 5は，地点番号1における半旬別の気温と風速について示した。

気温や風速について見ると，半旬別値は，同句の前半と後半だけでも大，小の差を生じていた。

このような短期間の変化は，日々の気圧配置や天気が複雑に影響するためと見られる。

なお，当年の天気概況は，鹿児島県の気象月報（鹿児島地方気象台1986～7）を参照されたい。

この他，湿度についても観測を行なったが欠測を多く生じ，今回は通年資料として使用が不可能なため，

後の機会に詳しく報告する。

以下は，このような半句期聞に起こる変動を除き，主として月平均値などをもとに出水平野における各要

素の年変化について概略を述べる。
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図 5. 出水平野における半旬別風速変化 （1986年〉

1. 気温について

図6は，出水平野における月別気／lfil:変化を，西側に隣接した阿久根測候所における観測資料との比較で示

したものである。

出水平野における気温年変化は， 1月は 1年中で最も低温を示し，平均気温5.9°C，最高気温の月平均値

は9.0°c，最低気温の月平均値は2.2°cとなっていた。その後， 2～8月にかけて徐々に気温は上昇し，特

に8月は最も高温を示し，平均気温28.0°C，最高気温32.1° C，最低気温24.2°C となっていた。その後，

9～12月にかけて徐々に気温は下降していた。

出水平野と阿久根測候所における気温の年変化比較では，全体的にきわめて類似しているものの，最高気

温は常に出水平野の方が阿久根測候所より月別で 0.4～1.8。C高くなり ，平均気温は 3月のO。Cを除いて，

出水平野の方が0.4～1.2° C高くなっていた。最低気温は， 8～9月にかけて出水平野の方が月別で0.8°C

高くなり，その他の月は 6月の0。Cを除いて，反対に月別で0.2～1.0°c低くなっていた。

これは，両者が直線で約10kmの近距離にあるものの，阿久根測候所は標高40m付近に位置するのに対し

て，出水平野の気象観測l地点は標高 6.7mの低地にあるため，昼夜の気温変化が大きくあらわれるものと考

えられる。
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図 6. 出水平野における月別気温変化と阿久根測候所比較 （1986年〕
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図 9-1. 出水平野における月別風配図 （1986年〕

図7は，月別平均気温について，出水平野，鹿児島，大口の県内比較を示した。

月別平均気温は，県北西海岸沿に位置する出水平野は，県北端内陵部に位置する大口に比較して，全般的

に高く，月別で1.2～4.2°C高くなっていた。

県南部海岸沿に位置する鹿児島との比較では，全般的に，きわめて類似した気温変化を示したが，出水平

野の方が12月の0.3°C高いのを除けば，月別で0.1～1.2°c低くなっていた。

このような県本土内の気温差は，主に海岸部や内陵部など地形的影響が大きいと考えられる。

図8は，最低気温の月平均値について，出水平野，東京，稚内の比較を示した。

月別最低気温によれば，出水平野は東京，稚内より高く，その差は，北に行くほど大きく，夏より冬季の

方が大きくあらわれる傾向が見られた。

また，表5は，出水平野，東京，稚内における寒暖日数を示したものである。

日最高気温25°C以上を記録した夏日の出現月や．日最低気温0。C以下を記録した冬日の出現月でも，同

様の傾向が見られた。
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図 9 2. 

このような出水平野における気温変化は，阿久恨測候所の気象資料を利用する場合，またツノレ類の繁殖地

や越冬地における生息、環境と気象のかかわりを調べる場合など一つの手がかりを示すものと考えられる。

2. 風向，風速について

図9は，月別風向分布を示す。

これによると，l年の中では10～3月に北西から北東の風向が最も多く ，6～8月は，南から西南西より

の風向が最も多くなり，その他の月は不定向な風向を示していた。

これは，秋半ばから春先にかけての問は，大陸方向から吹きこむ冬の季節風が強く影響し，夏には，南海

上より吹きこむ夏の季節風の影響によるところが大きい。

図10は，全年風向分布を示す。

全年の風向分布は，北東風向が全体の25%と卓越し次いで北北東及び南西風向がともに15%と多くあ らわ

れていた。これは，月別風向にも見られたように，冬の季節風と夏の季節風の勢力の影響によるものである

が，出水平野の場合，この他，周辺地形などによる影響が大きいと見られる。
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E 

これについては，さらに資料の蓄積が必要である

が，冬は八代海より直進する北東季節が 吹 きやす

く，夏は南fj¥ljにある紫尾山系のため南風が吹きこま

ず，南西季節風が吹きやすくなるようである。

このような出水平野における風向分布は，ツノレ類

の波去来H寺の気象条件などにどのように影響してい

るのか興味深いところである。

図11は，月別の平均風速と最大瞬間風速の極値を

示した。

月別平均風速は，夏季を中心に弱くな っていた

が， 一方， 11～3月の冬季を中心に，月別で2.5～

3. 3ml sと強くなっていた。

図 10. 出水平野における全年風配図 （1986年〕 この傾向は，表 7に示す日最大瞬間風速10m/ s 

以上を記録した強風日数にも同様にあらわれてい

る。

このように，冬季を中心に平均風速が強まり，強風日数が多くなるのは，冬は季節風の影響範闘が広く，

I次走H寺聞が長く，また日数も多いためと考えられる。

また，最大瞬間風速の極値は，夏季でも台風の影響などがあるので年間を通して強い風が見られた。
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以上の風速変化は，ツノレ類にと っても波去来H寺や越冬期間などにおける気象条件に直接関連するところが

大きいと考えられる。

おわりに

今回の報告によって，出水平野における気象の概要が，その一部ながら明らかにされたように考えられ

る。

今後は，さらに気象観測lや微気象調査を継続し，ツ／レ類とのかかわりを明らかにしていきたいと考えてい

る。

なお，得られた観測す血は，コンピューター処理により，記録テープに集録，保管し，必要に応じて読み出

しできる方法をと っている。

最後に，これからも， 地元の方々をはじめ，関係諸氏のご協力，ご指導を祈願する次第である。

要 約

我々は，ツ／レ渡来地である児島県出水平野における気象調査を実施中である。

今回は， 1986年だけの観測値をもとに，推測の域を出ないが，出水平野の気象年変化について概略を記述

した。

1〕 出水平野における気温は，全般的に混暖で，月平均気温は，最寒期の 1月マ5.9。c，最l援期の8月で

28. 0°Cとなっていた。

2〕 近接する阿久根拠l候所より，最高気温の月平均値は月別で 0.4～1.2°c高いが，反対に最低気温の月

平均値は8・9月を除いて，月別で0.4～1.0° C低くなり，結局，月平均気温は，月別で0.4～1.2° Cと

わずかに高くなっていた。

3) 出水平野における月平均気温は，鹿児島より月別で 0.1～1.2° C低くい程度であったが，大口より月

別で1.2～4.2°Cときわめて高くなっていた。

4) 当地より北の地方と比較し，最低気温の月平均値で，東京より，わずかに高く月別で0.1～2.4°Cの

差であったが，日本列島最北端の稚内より，著しく高く，月別で7.3～11.9°Cの差となっていた。この

ような差は，北に行くほど大きく，夏より冬季の方が大きくあらわれる傾向が見られた。

6) また，寒暖日の出現月を比べても，同様の傾向が見られた。

7) 月別風向は， 11～4月に北西～北東の冬の季節風が， 6～8月に南から西南西の夏の季節風が卓越し

ていた。

8) 全年の卓越風向は，北東風となっていた。

9) 月別平均風速は， 10～3月の冬季を中心に強く，夏季に小さくなっていた。

10〕 瞬間風速による強風は，台風の影響により，夏，秋にも見られた。

11) 以上の出水平野における気象の年変化は，ツノレ類とのかかわり合がきわめて大きいと見られるので，

今後も，詳しい資料を蓄積したいと考えている。
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表 1. 出水平野における半旬別気象表 （1986年〕
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.l~J r~J （起上， ） 数 r~J （起1:1) 数 (1r) r占J （起日） !uJ （起日） Ju] 数

J二 Ii’l 5.0 7.7 12.1(3) 。1.1 ーI.5(3) 3 0(40) 4.2 9.3(4) 15 14. 7(5) 14 4 

'i,J 1主 4.8 7.3 10.5(7) 。2.3 0.7(6) 。1(40) 3.2 7.9(8) 。12.7(8) 11 5 
1 

,lii 4.7 8.5 9.9( 15) 。0.4 1.4( 13) 3 2(40) 2.2 6.1( 13) 9.2(13) 。
'i,J 後 8.0 9.2 12. l ( 17) 。4.5 1.8(17) 。2(80) 3.1 9.0( 18) 2 13.2(18) 。3 

JI 
’F fi'i 6.3 9.4 12.1(21) 。2.6 0.4(25) 。15(60) 3.1 日3(22) 15 13.4(22う 14 3 

11J 1量 6.4 10.0 12.8(31) 。2 .4 ーl1(29) 1 1(33) 2.6 7 .9(26) 15 13.4(26) 14 2 

I・. 1i1i 5.1 8.1 9.6(3) 。0.4 -0.8(3) 2 2(60) 3.5 自 4(3) 15 13.6(3) 14 2 

Ii,) f主 5 .1 7.7 10.0(IO) 。2. I 0.2(10) 。0(60) 3.3 8.2(8) 。13.6(8) 。3 
2 

1i1J 8.8 12.8 18.0( 14) 。4.4 -0.4(13) 1 2(40) 2.6 10.5( 15) 1 16.1(15) 。
',,j 1圭 8.2 11. 6 16.3(18) 。3.4 0.7(20) 。2(60) 3.8 8.1( 18) 15 13.2(18) 7 5 

J J 
f. 1l1J 5.7 9.4 10.1(23) 。2.3 I. 7(25) l 15(40) 2.9 8.8(24) 15 13.6(24) 14 3 

11J 後 5.2 9.3 11.5(26) 。1.4 -0.3(26) l 15(67) 4.0 8.0(28) 15 16.4(28) 15 3 

J・. ！日i 6.5 11.0 17.6(5) 。1.6 ー0.7(4) 1 15(40) 2.8 8.4(2) 15 14 .1(2) 15 3 

'1,J 1圭 10.5 17 .8 22.6(9) 。3.6 0.7(6) 。12(40) I. 7 5.0( JO) 15 11.2(9) 11 
3 

十1,j 12.5 16.4 19. 9{ 14) 。8.4 3.6(12) 。2(100) 2.5 6.9( 14) 2 15.3( 14) 12 3 

li,J 後 11.2 14. l 16.8( 18) 。7.7 4 .3(20) 。2(60) 3.5 8.6( 17) 1 15.0(18) 6 4 
Fl 

下 H•i 9.8 13.8 16.0(25) 。5.6 0.8(25) 。2(60) 3.7 9.1(23) 15 14.5(23) 15 2 

',,j 1主 12.7 12. 7 18.5(30) 。8.6 3.6(26) 。1(50) 2.5 7 .0(27) 2 15.2(27) 5 3 

，仁 ！”l 13.6 18.0 18.8(1) 。8.9 4. 7(1) 。2(20) 2.2 5.9(4) 4 12.4(3) 6 2 

千孟 15.3 18.7 20.5(10) 。11.0 4 .6(6) 。12(40) 2.6 7 .1(7) 2 15.3(10) 9 3 
4 

Hリ 14 .8 18.8 22. 9(14) 。9.3 5.8( 13) 。12(20) 2.3 7.0(11) 2 12.3(15) 8 2 

後 15. 9 19.3 21.2(19) 。12.8 9.2(16) 。2(60) 2.1 5. 7( 18) 2 9.3(18) 2 。
川

n•l 18.0 24 .6 30.9(25) 2 12.3 8.0(24) 。1(40) 2.1 5 .4(24) 11 11.4(24) 11 2 

11J i圭 19.4 25.6 30. 3( 26) 3 14 .6 10.6(29) 。12(20) 2.8 4 .8(28) 2 9.1(26) 8 。
会卜 tJiJ 20.3 24. 7 27 .4(5) 2 17.7 I 7. I (3) ｛） 1(40) 2.0 5.0(5) 4 9.8(1) 7 。
11) 1長 20.0 28.9 29.6(7) 5 12.8 9.3(8) 。10(40) I .8 6.1(6) 2 10.0(6) 15 1 

5 
11’l 20.4 26.9 29.1 ( 13) 4 13. 5 12.0( 15) （｝ 6(20) 2.3 6.3(14) 14 15.0(14) 6 3 

11J f主 20.6 27. 9 32.0(18) 5 13.9 l l. 0( 17) ｛） 10(40) 2 .1 5.9(20) 15 14.2(19) 11 I 
JJ 

ート /Iii 19.5 27 .1 30.7(24) :l 12.0 ¥).6(23) 。1(40) 2.0 6.1(22) 1 9.5(22) 。｛） 

後 2 l. 0 25.2 31.3(26) 3 17.3 l:l.自（31) り 5(50) 2.0 7.4(30) I 13.5(29) 7 2 

上 Ji•J 20.9 26.2 27.3(3) 4 16.6 14 .8(1) 。1(40) I. 4 3.6(4) 6.4(3) 。。
11J ｛主 20.9 26.2 29. l( 10) 3 16.2 14 .8(1) 。2(80) 1.8 4.0(6) J 7 .0(9) 10 。

6 
9' /•J•J 23.0 26.8 28. 2( 13) 4 19.9 l自 8(11) 。4(40) 3.0 6.6(12) 4 12.3( 12) 4 4 

缶j 1主 22.3 26.2 27 .8( 19) 5 18. 7 15.8(20) 。9(40) 1.9 5.6(17) 9 16.3( 17) 9 2 
月

下 首H 25.5 28.6 31.8(24) 5 23. 5 21.4(21) 。10(60) 2. 4 6.5(24) 9 19.9(25) 9 2 

'i1J 後 25.5 27.2 28. 8(27) 5 23.6 19.6(30) 。11(60) 2.1 4.0(26) 11 12.3(28) 1 
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上 円。l 23.6 26.4 29.8(5) 3 20.6 18.6(1) 。2(60) 2.0 5 .4(2) 2 10.6(5) 10 1 

もj 後 26.0 29.5 32.2(9) 5 23.8 23.2(8) 。10(40) I. 6 5.8(8) 15 10.3(8) 15 1 
7 

Eド Jjij 27.0 30.2 32.2(11) 5 24.3 23.5( 14) 。10(40) 2.0 4.8(13) 11 11.6(11) 9 4 

旬 後 28.3 31. 7 33.7(16) 5 25.4 24.9(20) 。10(40) 1.8 4.9(17) 15 11.2(19) 10 2 
月

下 所］ 27 .1 30.2 31.6(22) 5 24.6 23.5(25) 。11(60) 1.2 4.0(24) 14 8.3(21) 11 。
旬 t量 26.9 31.0 31.4(28) 5 23 .1 22. 0( 27) 。10(50) 1.3 4.3(31) 3 7.5(31) 5 。
上 前 28.0 32.2 34 .4(1) 5 23.9 21.5(4) 。1(40) 1.8 5.7(3) 4 10.3(3) 4 

告j f長 27.8 32.8 34.9(10) 5 23.4 22.4(6) 。10(60) 1.4 4.1(10) 4 7 .4(10) 4 。
8 

円り 28.7 33.3 34.5(13) 5 24.8 24.0(13) 。12(40) l. 4 4.3(12) 5 8.7(12 5 。
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H 
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後 27 .1 30.8 32.0(27) 6 23.8 19.6(31) 。8(33) 2.5 7 .1(28) 8 16.1(28) 8 4 

上 前 27.1 32.7 33.7(3) 5 22.6 21.4(2) 。10(60) 1.3 3. 9(1) 。7 .3(1) 4 。
後 27.3 30.9 31.8(10) 5 24.8 22. 7(7) 。11(60) I. 5 4.9(10) 11 10. 7(10) 11 2 

9 
中 高I 24.8 27.3 32. 0( 11) 3 22.8 18. 9( 15) 。2(40) I. 6 5.8(15) 2 9.8(15) 1 。
'nJ 後 24 .6 27.2 32.1(20) 4 22.2 19.9(18) 。2(80) 2.9 6.7(17) 2 11.3(20) 8 2 

｝司
下 ~lj 22.1 26.8 29.8(21) 5 17.2 15.2(23) 。2(40) 1.9 5.8(21) 10 15.9(21) 8 1 

旬 後 21. 9 26.4 28.2(30) 5 17.3 16.1(26) 。2(40) l. 7 4.8(28) 2 7 .3(28) 2 。
上 時ij 20.3 25.6 28.0(1) 2 15.6 13.4(4) 。10(40) I. 9 5 .1(4) I 9.0(4) 2 。

後 20.1 23.5 25.3(7) 1 16. I 14.2(9) 。2(40) 2.0 6.2(7) I 10.1(7) 2 1 
10 

中 目，j 17.5 23.5 25.0(11) 1 12.0 10. 6(15) 。2(40) 1.5 4 6( 11) 15 12.2(11) 14 1 
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月
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句 後 13.8 17 .6 18.8(6) 。9.2 6.2(6) 。2(40) 2. l 5.2(10) 15 9.8(10) 14 。
II 

中 首可 16.6 18.9 21. 5( 14) 。13 .1 8.5(11) 。2(40) I. 9 5.8(15) 1 9.2( 11) 。。
lu] 後 12.6 17 .1 18.1( 19) 。7.9 5.1(18) 。10(40) 1.6 5.1(16) 3 7.9(16) 3 。

J・J 
22.9(24) 7 .2(21) 2(60) 6.8(23) 2 11.2(4) 下 WI 16.2 19.8 。12. 5 。 3 .1 5 3 

1,J 後 10.2 13.0 14.1(28) 。6.0 2.0(30) 。0(80) 3.5 8.1(26) 15 12.6(26) 。2 

上 H’l 10. 9 15目5 19目7(3) 。5.6 2.4(1) 。2(40) 1.9 7.9(4) 15 17.4(4) 14 

旬 f査 11.2 16.1 20.5(6) 。4.9 2.0(9) 。0(20) 2.5 6.8(7) 15 11.4(7) 14 1 
12 

目リ 12. 7 17.7 20.2( 14) 。7.9 2. 7( 12) 。0(40) 2. 7 7.9(15) 14 11. 9(15) 14 2 

'nJ 後 11.4 14. 7 18.6(18) 。7.6 5.5(20) 。l (60) 3.3 9 6(19) 13 16.5(19) 14 4 
｝」

下 両h 11. l 15.1 18.1(24) 。6.3 3.3(22) 。1(20) 2 1 7 .0(22) 14 11.6(22) 14 l 

1,,j 後 9.8 12.8 19 .1 (31) 。5.6 2.2(30) 。5(33) 2.5 7.5(28) 14 15 .8(31) 9 3 
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